
　
中
高
接
続
の
課
題
を
検
討
す
る
上
で
、

ま
ず
、
中
学
校
と
高
校
の
違
い
を
把
握
し

て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
文
部
科
学
省
の
統

計
資
料
の
数
字
を
見
て
み
よ
う
。

　
学
校
数
を
見
て
み
る
と
（
図
１
）、

中
学
校
は
１
万
８
１
５
校
、
高
校
は

５
１
１
６
校
で
あ
り
、
中
学
校
数
が
高
校

数
の
約
２
倍
で
あ
る
。
学
級
数
も
同
様

に
、
中
学
校
が
高
校
の
約
２
倍
の
数
と

な
っ
て
い
る
。
全
体
に
占
め
る
私
立
学
校

の
割
合
は
、
中
学
校
が
約
７
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
高
校
は
約
26
％
だ
。
一
方
で
、

教
員
数
は
中
学
校
と
高
校
で
ほ
ぼ
同
じ
数

だ
。

　
次
に
教
員
の
男
女
比
を
見
て
み
る
と
、

女
性
教
員
の
比
率
は
、
中
学
校
は
41
・

９
％
、
高
校
は
29
・
４
％
と
大
き
く
差
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
小
学
校
は
女
性
教

員
が
62
・
８
％
）。

　
学
歴
構
成
で
は
、
中
学
校
は
大
学
院
出

身
者
が
５
・
８
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
高

校
で
は
12
・
３
％
を
占
め
る
。

　
ま
た
、
１
週
間
当
た
り
の
授
業
時
数

は
、
中
学
校
が
14
・
９
時
間
、
高
校
が

13
・
７
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
中
学
校
の

教
員
が
平
均
し
て
週
当
た
り
１
時
間
授
業

時
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

学校数・教員数・平均年齢・男女比など図１

合計 5,116 校

国立 15校

公立 3,780 校

私立 1,321 校

＊全日制課程、定時制課程

64,200 学級
＊全日制課程、定時制課程・
　本校、分校計（公立の本科）

238,929 人（本務者）

29.4％

45.1 歳

男性 46.3 歳

女性 42.0 歳

大学院 12.3％

大学 85.5％

短大 1.5％

その他 0.7％

13.7 時間

合計 10,815 校

国立 75校

公立 9,982 校

私立 758校

121,070 学級

250,899 人（本務者）

41.9％

43.8 歳

男性 44.8 歳

女性 42.3 歳

大学院 5.8％

大学 88.0％

短大 6.0％

その他 0.3％

14.9 時間

学校数

学級数

教員数

女性教員比率

平均年齢

本務教員の
学歴構成

週当たり
教科等担任
授業時数

＊文部科学省　Ｈ22年度学校基本調査／Ｈ19 年度学校教員統計調査を基に編集部で作
成

中学校 高校

中
学
校
と
高
校
の
間
に
は

ど
の
よ
う
な
段
差
が
存
在
す
る
か

中
学
校
と
高
校
は
そ
も
そ
も
何
が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
調
査
デ
ー
タ
な
ど
を
基
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
そ
の
差
を
検
証
す
る
。

中
学
校
の
数
は
高
校
の
２
倍
だ
が
、

教
員
数
は
ほ
ぼ
同
じ

現
状
把
握

文
部
科
学
省
の
統
計
か
ら
見
る
中
学
校・高
校
の
違
い
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こ
こ
で
は
、
中
学
生
と
高
校
生
の
違
い

を
比
較
し
た
。
通
塾
率
を
見
る
と
（
図

２
）、
中
学
生
は
高
校
生
に
比
べ
、
割
合

が
多
い
。
中
学
生
は
成
績
下
位
層
で
も
約

３
割
の
通
塾
率
が
あ
る
一
方
、
高
校
で

は
、
進
学
校
で
も
約
３
割
で
あ
り
、
進
路

多
様
校
で
は
６
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

平
日
の
家
庭
学
習
時
間
は
中
高
共
に
成
績

や
偏
差
値
で
大
き
く
差
が
あ
る
が
、
進
路

多
様
校
に
通
う
高
校
生
の
学
習
時
間
は
、

中
学
生
の
下
位
層
の
学
習
時
間
の
平
均
よ

り
も
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
（
図
３
）。

　
ま
た
、
授
業
中
の
様
子
を
比
較
す
る

と
、
高
校
生
は
「
授
業
中
に
い
ね
む
り
を

す
る
」「
内
職
（
他
の
科
目
の
勉
強
な
ど
）

を
す
る
」
に
「
よ
く
あ
る
」「
時
々
あ
る
」

と
回
答
す
る
割
合
が
多
く
、
中
学
生
は
、

「
近
く
の
人
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
」
の

割
合
が
多
い
（
図
４
）。

■中学生　■高校生

高校生

進学校 中堅校 進路多様校

28.1 14.6 6.4

図４ 授業中の様子

図３ 平日の家庭学習時間
（成績・高校偏差値層別）
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図２ 通塾率（成績・高校偏差値層別）

中学生

上位 中位 下位

55.6 47.7 33.6

出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第２回子ども生活実
態基本調査」（２００９年）

注）平均時間は「ほとんどしない」を０分、「３時間以上」を
２１０分のように置き換えて、無回答・不明を除いて算出した
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第２回子ども生活実
態基本調査」（２００９年）

注）「よくある」＋「時々ある」の％
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第４回学習基本調査」
（２０06年）

■調査概要　「第２回子ども生活実態基本調査」
◎調査時期：２００９年８～１０月　　◎調査対象：小学４年生～高校２年生。中学生は３,９１７人（１２校）、高校生は６,３１９人（１３校）
◎成績：中学生・高校生は国・数・理・社・英の５教科の成績の自己評価をそれぞれ５段階で回答してもらい、それらの結果を
合計してほぼ３等分になるように「上位」「中位」「下位」を設定
◎高校偏差値：「進学校」偏差値６０以上目安、「中堅校」偏差値５０～５９目安、「進路多様校」偏差値５０未満目安
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授業でわからない
ことは、あとで先
生に質問する

授業の内容が難
しいと思う

授業の内容が簡
単すぎると思う

授業中にいねむり
をする

近くの人とおしゃ
べりをする

内職（他の科目
の勉強など）をす
る

黒板に書かれたこ
とを、きちんと
ノートに書く

黒板に書かれてい
なくても、先生の
話で大切なことは
ノートに書く

テストで間違える
とくやしいと思う

35.4

43.5

65.5

78.2

20.6

13.7

31.0

69.5

60.1

45.4

ぼうっと他のこと
を考えている

55.3

74.4

マンガをかいたり、
文房具で遊ぶ

25.7

21.5

16.7

46.0

94.6

93.7

56.8

65.1

87.1

83.1

努
力
に
対
す
る
価
値
観
が

中
学
生
か
ら
高
校
生
で
低
下

生
徒
の
生
活
状
況
、学
習
や
社
会
に
対
す
る
意
識
の
違
い
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好
き
な
授
業
に
関
す
る
回
答
を
見
て
み

る
と
（
図
５
）、
中
学
生
が
好
き
な
授
業

ス
タ
イ
ル
は
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
す
る

勉
強
」「
友
だ
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
進

め
て
い
く
授
業
」「
グ
ル
ー
プ
で
何
か
を

考
え
た
り
調
べ
た
り
す
る
授
業
」
な
ど
で

あ
る
の
に
対
し
、
高
校
生
で
は
「
先
生
が

黒
板
を
使
い
な
が
ら
教
え
て
く
れ
る
授

業
」
の
割
合
が
他
の
項
目
と
比
較
し
て
最

も
多
い
。

　
ま
た
、
社
会
観
や
価
値
観
（
図
６
）
で

は
、「
い
い
友
だ
ち
が
い
る
と
幸
せ
に
な

れ
る
」
は
差
が
な
く
、
友
だ
ち
の
大
切
さ

は
中
高
で
共
通
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
注
目
し
た
い
の
は
「
日
本
は
、
競
争
が

は
げ
し
い
社
会
だ
」
と
い
う
項
目
に
「
と

て
も
そ
う
思
う
」「
ま
あ
そ
う
思
う
」
と

回
答
し
た
割
合
は
中
学
生
よ
り
高
校
生
が

多
い
こ
と
だ
。
一
方
で
「
い
い
大
学
を
卒

業
す
る
と
将
来
、
幸
せ
に
な
れ
る
」
は
中

学
生
44
・
６
％
、
高
校
生
38
・
１
％
、「
日

本
は
、
努
力
す
れ
ば
む
く
わ
れ
る
社
会

だ
」は
中
学
生
54
・
３
％
、高
校
生
45
・
４
％

と
い
ず
れ
も
中
学
生
の
方
が
多
い
。
中
学

生
か
ら
高
校
生
に
か
け
て
、
社
会
の
厳
し

さ
へ
の
認
識
は
強
ま
る
が
、
努
力
す
る
こ

と
や
大
学
進
学
に
対
す
る
価
値
が
相
対
的

に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

■中学生　■高校生■中学生　■高校生

10020 40 60 8010020 40 60 80

図６ 社会観や価値観 図５ 好きな授業の形式

（%）
注１）「とても好き」＋「好き」の％
注２）中学生・高校生共に 50％未満の項目は省略
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第４回学習基本調査」（２０06年）

0

先生が黒板を使
いながら教えてく
れる授業

グループで何かを
考えたり調べたり
する授業

ドリルやプリント
を使ってする授業

パソコンを使って
する勉強

学校外のいろい
ろな場所に行って
する授業や調査

友だちと話し合い
ながら進めていく
授業

76.4

82.9

66.0

48.9

49.0

55.7

79.6

52.3

67.4

51.5

73.5

60.7

（%）
注１）「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％
注２）中学生・高校生共に３０％未満の項目は省略
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第４回学習基本調査」（２０06年）

0

いい友だちがいる
と幸せになれる

いい大学を卒業
すると将来、幸せ
になれる

お金がたくさんあ
ると幸せになれる

日本は、努力す
ればむくわれる社
会だ

日本は、競争が
はげしい社会だ

将来、一流の会社
に入ったり、一流
の仕事につきたい

92.5

96.3

44.6

38.1

56.0

62.7

54.3

45.4

65.4

75.8

49.6

51.8

■調査概要　「第４回学習基本調査・国内調査　中学生版、高校生版」
◎調査時期：２００６年６～７月　
◎調査対象：全国３地域［大都市（東京２３区内）、地方都市（四国の県庁所在地）、郡部（東北地方）］の中学２年生 2,371 人、
全国４地域［東京都内、および東北、四国、九州地方の都市部と郡部］の普通科高校２年生 4,464人

◎
中
学
校
の
段
階
ま
で
は
学
習
に
達
成
感

を
感
じ
て
い
る
生
徒
が
多
い
よ
う
に
思
う

が
、
高
校
入
学
後
は
大
学
入
試
が
念
頭
に

置
か
れ
る
た
め
か
、
達
成
感
が
得
に
く
い

よ
う
に
思
う
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に「
学

び
か
ら
逃
避
」
し
て
し
ま
う
生
徒
が
多
い
。

（
宮
城
県
）

◎
「
勉
強
も
部
活
も
そ
こ
そ
こ
で
い
い
」

と
い
う
雰
囲
気
を
最
近
の
入
学
生
に
感
じ

る
。「
勉
強
も
部
活
も
と
こ
と
ん
」
と
い
う

高
校
の
生
活
に
順
応
で
き
ず
、
不
適
応
を

起
こ
す
者
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
よ
う
に

思
う
。（
静
岡
県
）

◎
毎
日
の
授
業
を
中
心
に
据
え
た
学
習
習

慣
が
身
に
付
い
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
た

め
、
高
校
入
学
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
徐
々

に
学
力
の
差
が
広
が
っ
て
く
る
。
全
て
の

生
徒
に
「
予
習
↓
授
業
↓
復
習
」
の
習
慣

化
を
徹
底
す
る
こ
と
が
課
題
だ
。（
新
潟
県
）

◎
目
標
の
高
校
に
合
格
す
る
た
め
に
最
低

限
必
要
な
勉
強
は
し
て
き
て
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
学
力
を
身
に
付
け
よ
う
と
思
っ

て
い
る
生
徒
が
少
な
い
。
ま
た
、
高
校
入

学
時
点
で
は
将
来
の
目
標
に
つ
い
て
ま
だ

考
え
ら
れ
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
。（
北
海

道
）

中
高
接
続
に
関
す
る

高
校
現
場
の

　

課
題
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好
き
な
授
業
の
形
式
が
中
学
生
と
高
校

生
で
大
き
く
異
な
る
の
と
同
様
に
、
中
学

校
と
高
校
の
教
師
が
心
掛
け
て
い
る
授
業

ス
タ
イ
ル
も
異
な
る
（
図
７
）。
中
学
校

で
は
「
生
徒
の
発
言
や
発
表
の
時
間
」「
生

徒
が
考
え
た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
時

間
」
な
ど
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
に
参

加
す
る
授
業
を
心
掛
け
て
い
る
の
に
対
し

て
、
高
校
で
は
「
教
師
か
ら
の
解
説
の
時

間
」
や
「
教
師
主
導
の
講
義
形
式
の
授
業
」

が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
指
導
観
を
見
る
と
、
中
高
共
に
「
自
発

的
に
学
習
す
る
意
欲
や
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
」
が
「
た
と
え
強
制
し
て
で

も
、
と
に
か
く
学
習
さ
せ
る
こ
と
」
よ
り

も
多
く
、
自
主
性
を
育
て
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
る
（
図
８
）。
教
育
内
容
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
が
「
教
科
書
や
指
導
要

領
の
内
容
を
、
と
に
か
く
最
後
ま
で
扱
う

（%）

教師主導の講義形式の授業

教科書にそった授業

自作プリントを使った授業

教材を工夫した授業（具体物を
使うなど）

自分で調べることを取り入れた
授業

体験することを取り入れた授業

表現活動を取り入れた授業

個別学習を取り入れた授業

グループ活動を取り入れた授業

自由に議論する授業

教科横断的な授業や合科的な
授業

計算や漢字などの反復的な練習

小テストの実施
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図７ 授業時間の使い方・授業方法

図８ 指導観
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復習の時間

導入の時間

教師からの解説の
時間

解説内容について
の質疑応答の時間

実験・実習の時間

生徒が考えたり話
し合ったりする時間

生徒の発言や発表
の時間

机間指導や生徒に
個別に対応する時間

練習や演習の時間

学習のまとめの時間

（%）
20 40 60 80 1000

24.717.8

17.5 26.2

23.7 48.0

12.6

8.0 24.5

19.6 41.8

24.5 46.9

26.2 36.9

12.3

13.7

　中学校　　高校

38.3 44.3

20.7

注１）「多くするように特に心がけている」の％　注２）＜　＞は５ポイント以上、≪　≫は10 ポイント以上の差があるものを示す
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）

注）無回答・不明を除いて算出
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）

■授業時間の使い方 ■授業方法

自発的に学習する
意欲や習慣を
身につけさせること

たとえ強制してでも、
とにかく

学習させること

65.2

60.2

34.8

39.8

教科書や指導要領の
内容を、とにかく
最後まで扱うこと

一通り終わりまで
やれなくても、基本的な

考え方を身につけさせること

70.8

30.6

29.2

69.4

教育内容を精選して
教授すること

幅広い知識を
教授すること

48.0

54.7

52.0

45.3

受験に役立つ知識・
スキルを教えること 

受験には直接役立たないが、
上級学校や社会に出てから
役立つ内容を教えること

35.4

43.3

64.6

56.7

24.717.8

17.5 26.2

23.7 48.0

12.6

24.5

41.8

24.5 46.9

26.2 36.9

12.3

13.7

38.3 44.3

主
体
的
に
授
業
参
加
さ
せ
る
中
学
校
、

教
師
か
ら
の
解
説
が
中
心
の
高
校

教
師
の
意
識
や
指
導
に
関
す
る
違
い

3
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こ
と
」
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
、
高

校
は
「
一
通
り
終
わ
り
ま
で
や
れ
な
く
て

も
、
基
本
的
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
」
を
重
視
し
て
い
る
。

　
図
10
の
学
校
に
い
る
時
間
を
見
る
と
、

中
学
校
教
師
の
方
が
毎
日
約
１
時
間
、
勤

務
時
間
が
長
い
。

　
図
11
の
指
導
上
の
悩
み
を
見
る
と
、「
教

材
準
備
の
時
間
が
十
分
に
と
れ
な
い
」

は
、
高
校
に
比
べ
中
学
の
方
が
数
値
が
大

き
い
。「
教
育
行
政
が
学
校
現
場
の
状
況

を
把
握
し
て
い
な
い
」
に
つ
い
て
は
中
高

共
通
の
悩
み
だ
。「
小
学
校
／
義
務
教
育

段
階
ま
で
の
学
習
内
容
が
定
着
し
て
い
な

い
生
徒
が
多
い
」「
生
徒
の
学
習
意
欲
が

低
い
」「
生
徒
間
の
学
力
差
が
大
き
く
て

授
業
が
し
に
く
い
」
と
い
っ
た
生
徒
に
関

す
る
悩
み
は
中
高
の
違
い
だ
け
で
な
く
、

高
校
間
で
も
、
入
学
し
て
く
る
生
徒
の
状

況
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

　
平
日
の
朝
や
放
課
後
、
土
曜
日
等
の
取

り
組
み
を
見
る
と
（
図
12
）「
平
日
の
朝

読
書
」
は
中
学
校
で
の
実
施
率
が
高
い

が
、「
土
曜
日
の
学
習
、
進
路
等
の
指
導
」

「
平
日
の
放
課
後
の
補
習
、
進
路
等
の
指

導
」
は
高
校
で
圧
倒
的
に
高
い
。

　
指
導
力
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
も
、

中
高
で
違
い
が
出
て
い
る
（
図
13
）。「
校

出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）

出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）

授業のたびに出す  

授業２、３回に１回くらい出す 

授業４、５回に１回くらい出す 

月に１回くらい出す 

宿題はほとんど出さない 

無回答・不明

DC
14.4 

27.8 

13.6 

11.4 

32.1 

0.6 

9.4

17.9

12.3

11.7

48.7

0.0

B
22.5 

26.4 

15.8 

12.3 

21.4 

1.5 

A
25.6 

21.1 

11.0 

8.9 

31.3 

2.0 

中学校
高校（普通科のみ）

25.6 

30.6 

18.1 

9.7 

14.7 

1.3 

Ａ（生徒の中学校時の評定平均 4.5 ～ 5.0 点）　Ｂ（同評定平均 3.5 ～ 4.0 点）
Ｃ（同評定平均 3.0 点）　Ｄ（同評定平均 1.0 ～ 2.5 点） （%）

宿
題
の
頻
度

注１）「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％
注２）中高それぞれ全体の平均が６0％以上のものを抜粋
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）

教材準備の時間が十分にとれない

小学校 /義務教育段階までの学習内容が
定着していない生徒が多い

作成しなければならない事務書類が多い

休日出勤や残業が多い

生徒の学習意欲が低い

教育行政が学校現場の状況を把握していない

生徒間の学力差が大きくて授業がしにくい

DC
67.9 

91.7 

75.3 

64.9 

92.9 

80.5 

74.9 

62.1

93.8

68.9

47.4

91.3

78.6

77.6

B
68.3 

72.2 

72.7 

69.4 

76.6 

78.6 

57.6 

A
71.5 

43.0 

73.9 

74.4 

49.2 

79.3 

45.5 

中学校
高校（普通科のみ）

81.3 

80.9 

76.9 

73.2 

73.2 

72.0 

71.0 

Ａ（生徒の中学校時の評定平均4.5～5.0点）　Ｂ（同評定平均3.5～4.0点）
Ｃ（同評定平均 3.0 点）　Ｄ（同評定平均 1.0 ～ 2.5 点） （%）

注１）「実施している」の％
注２）進路等の指導は高校のみの項目
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）

平日の朝読書

土曜日の学習、進路等の指導

平日の放課後の補習、進路等の指導

長期休業中の学習、進路等の指導

DC
45.7 

47.8 

94.2 

95.7 

44.5

25.3

79.5

90.4

B
37.9 

71.1 

94.5 

92.5 

A
23.3 

85.0 

91.7 

93.3 

中学校
高校（普通科のみ）

89.3 

4.5 

27.9 

72.8 

Ａ（生徒の中学校時の評定平均4.5～5.0点）　Ｂ（同評定平均3.5～4.0点）
Ｃ（同評定平均 3.0 点）　Ｄ（同評定平均 1.0 ～ 2.5 点） （%）

中学校

１日の平均時間 １２時間３分

高校

１１時間１６分

図９ 宿題の頻度・内容

図１0 学校にいる時間

図１1 指導上の悩み

図１２ 平日の朝・放課後、土曜日等の時間の活用状況

◎
例
え
ば
、
中
学
と
高
校
の
英
語
の
教
科

書
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
を
埋
め
る
ブ
リ
ッ
ジ
教
材
を
ど
の
よ

う
に
開
発
す
る
か
、
そ
し
て
中
学
の
復
習

を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。（
香
川
県
）

◎
入
試
だ
け
で
な
く
そ
の
先
を
見
通
し
た

教
科
指
導
を
行
う
た
め
に
、
い
つ
ど
の
よ

う
な
内
容
を
、
ど
う
い
う
教
科
で
ど
う
展

開
す
る
か
に
つ
い
て
、
中
高
共
に
十
分
に

分
析
、
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。（
佐
賀
県
）

◎
社
会
と
自
分
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
進
路
学
習
は
、
ど
の
中
学
校
で
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
思
う
。
た
だ
し
、
高
校
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
で
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
把
握
で
き
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
高
校
で
の
ス
タ
ー
ト

地
点
を
定
め
に
く
く
、
組
織
的
な
進
路
学

習
に
踏
み
切
れ
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

（
福
井
県
）

◎
高
校
で
の
指
導
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を

一
定
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
例
え
ば
出

身
中
学
校
に
よ
っ
て
、
国
語
の
古
典
分
野

の
扱
い
方
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
一
定

の
予
備
知
識
を
持
っ
て
い
る
生
徒
の
興
味

を
持
続
さ
せ
つ
つ
、「
浮
き
こ
ぼ
し
」
を
作

ら
な
い
よ
う
に
導
入
期
の
指
導
を
す
る
の

は
な
か
な
か
大
変
で
あ
る
。（
滋
賀
県
）

中
高
接
続
に
関
す
る

高
校
現
場
の

　

課
題
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特
集

つ
な
げ
る
中
学
校
と
高
校
の
指
導
〈
前
編
〉

pecc
ia

ll 
ssu

e

内
で
教
材
・
授
業
研
究
を
す
る
」
は
中
高

共
に
約
８
割
と
高
い
が
「
先
輩
・
同
僚
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
」「
管
理
職
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
」「
他
校
の
教

員
と
話
し
合
う
」
は
中
高
の
差
が
10
ポ
イ

ン
ト
以
上
開
い
て
い
る
。

　
校
内
で
の
研
修
の
回
数
（
図
14
）
は
、

中
学
校
が
年
平
均
10
・
４
回
な
の
に
対

し
、
高
校
は
約
５
回
と
半
分
程
度
だ
。
そ

の
内
容
は
、
中
学
校
は
「
教
科
指
導
」
が

多
い
の
に
対
し
、
高
校
は
Ａ
・
Ｂ
グ
ル
ー

プ
は
「
進
路
指
導
」、Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
「
生

徒
指
導
」、
Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
「
教
科
指
導
」

と
、
多
く
学
校
の
状
況
に
よ
っ
て
研
修
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
最
後
に
、
教
職
の
魅
力
に
つ
い
て
確
認

す
る
と
、
高
校
は
「
自
分
の
（
教
科
の
）

専
門
知
識
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
い
か
せ

る
」
が
一
番
多
く
、
中
学
校
は
「
子
ど
も

／
生
徒
と
喜
怒
哀
楽
を
と
も
に
で
き
る
」

が
一
番
多
い
（
図
15
）。
そ
れ
ぞ
れ
、
一

番
多
い
項
目
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
生
徒
の
成
長
を
見
ら
れ
る
こ
と
、
社

会
を
担
う
人
材
育
成
に
貢
献
出
来
る
こ
と

な
ど
は
共
通
し
た
魅
力
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

校
内
研
修
の

領
域
（
％
）

出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）
より抜粋

注１）「よくする」＋「ときどきする」の％
注２）中高に共通する項目のみを掲載
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）

教科指導

生徒指導

進路指導

D

5.2

55.4

50.6

31.3

C

4.6 

47.1 

55.1 

42.0 

B

5.2 

47.2 

36.5 

58.7 

A

5.1 

55.0 

43.3 

71.7 

中学校
高校（普通科のみ）

10.4 

78.9 

49.2 

11.2 

Ａ（生徒の中学校時の評定平均 4.5 ～ 5.0 点）　Ｂ（同評定平均 3.5 ～ 4.0 点）
Ｃ（同評定平均 3.0 点）　Ｄ（同評定平均 1.0 ～ 2.5 点）

今年度の校内研修の平均回数（回）

■中学校　■高校

図１４ 校内研修

図１３ 指導力向上のための取り組み図１５ 教職の魅力

（%）
20 40 60 80 1000

関連する雑誌や本を読む

関連する番組やサイトを調べる

学校外の研修・セミナー（学会・
研究会などを含む）に参加する

校内で教材・授業研究をする

校外で教材・授業研究をする

先輩・同僚からアドバイスを
もらう

管理職からアドバイスをもらう

他校の教員と話し合う

81.178.9

78.0

46.1

41.9

61.7

　中学校　　高校

80.1

（%）

注）「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％
出典／Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」（２０１０年）
より抜粋

100806040200

将来にわたって子ども／
生徒の成長にかかわれる

社会を支える人を育てるこ
とができる

子ども／生徒と喜怒哀楽を
ともにできる

子ども／生徒とともに成長
できる

自分の（教科の）専門知
識やこれまでの経験をいか
せる

社会的地位が高い

経済的に安定している

労働条件がよい

長期休暇をとりやすい

85.4

84.1

84.1

85.4

93.1

85.0

90.8

84.8

83.9

87.6

12.2

14.7

57.0

58.9

18.8

30.3

23.2

22.2

■調査概要　「第５回学習指導基本調査」
◎調査時期：２０10年８～９月　
◎調査対象：全国の公立小・中・高校の校長および教員。中学校…校長５７３人、教員２,８２７人。高校…校長８３０人、教員４,７９１人（うち校長調査と
勤務校がマッチング可能な 3,070人を中心に分析）
＊国語・社会（高校は地理歴史・公民）・数学・理科・外国語のいずれかを担当している教員を対象に実施
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